
107

現代宗教研究　第58号（2024.3）

現代宗教研究
第58号 初　校 　　月　　日

研
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論
文

木
剣
と
楊
枝
の
紐
帯 

そ
れ
に
介
在
す
る
も
の

玉
　
木
　
晃
　
仁

【
は
じ
め
に
】

　

昨
年
（
令
和
四
年
十
一
月
）
第
二
十
三
回
日
蓮
宗
教
化
学
研
究
発
表
大
会
に
お
い
て
、「
木
剣
起
源
の
一
試
論
─
七
面
大
明
神
と
の
関

係
─
」（『
教
化
学
研
究
』
第
十
四
号
所
収
）
の
発
表
に
際
し
て
、
や
む
な
く
時
間
と
紙
面
の
関
係
で
削
除
し
た
部
分
に
加
筆
・
再
構
成
し

た
の
が
本
稿
で
あ
る
。

　

享
保
十
七
年
（
一
七
三
二
）
正
月
刊
行
。
当
時
の
日
蓮
宗
修
法
の
故
事
一
般
を
蒐
集
し
た
忍
辱
鎧
日
栄
（
？
〜
一
七
二
二
）『
修
験
故

事
便
覧
』
に
、
木
剣
の
起
源
・
由
来
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

　

伝
え
聞
く
こ
と
に
よ
れ
ば
、
昔
、
身
延
山
に
日
閑
と
い
う
僧
が
い
た
。
仏
神
に
日
本
第
一
の
験
者
に
な
ら
ん
と
誓
願
し
、
寺
務
檀
縁
を

遮
断
し
て
行
を
修
め
る
べ
く
波
木
井
川
の
辺
に
方
丈
を
構
え
、
端
坐
安
詳
と
し
て
誓
っ
て
言
わ
れ
た
。「
私
が
今
着
て
い
る
如
法
衣
の
縦

糸
と
横
糸
の
数
だ
け
陀
羅
尼
を
読
誦
す
る
」
と
。
毎
日
の
便
ご
と
に
流
水
で
身
を
浄
め
、
神
咒
の
読
誦
は
昼
夜
を
問
わ
ず
、
体
力
の
続
く

限
り
精
進
し
た
。
鍼
を
刺
し
て
三
年
を
経
た
。（
自
分
へ
の
治
療
か
？
）
ま
た
七
面
山
に
参
籠
す
る
こ
と
一
百
日
。
社
壇
に
六
寸
の
楊
枝
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を
供
え
誓
願
し
て
言
わ
れ
た
。「
私
の
所
願
に
満
足
さ
れ
た
な
ら
ば
、
霊
端
を
見
せ
て
下
さ
い
」
と
。
陀
羅
尼
品
を
読
誦
し
毎
日
二
百
遍
。

一
日
も
懈
怠
し
な
か
っ
た
。
七
面
大
明
神
の
感
応
に
よ
り
、
供
え
た
楊
枝
が
飛ひ

騰と
う

し
て
日
閑
の
掌
に
移
っ
た
。
動
作
に
神
（
た
ま
し
い
）

が
あ
る
よ
う
だ
っ
た
。
少
し
し
て
止
ん
だ
。
日
閑
は
所
願
が
叶
っ
た
と
随
喜
し
頂
戴
し
て
帰
っ
た
。
こ
の
の
ち
祈
祷
加
持
を
す
る
と
き
に

は
必
ず
楊
枝
を
使
用
す
る
。 

病
が
癒
え
な
い
こ
と
は
な
く
、
鬼
は
去
ら
な
い
こ
と
は
な
い
。
そ
の
こ
と
か
ら
積
善
の
楊
枝
加
持
と
称
さ

れ
た
。
自
門
流
・
他
門
流
と
も
に
木
剣
を
使
用
す
る
際
は
、
身
延
積
善
房
の
木
剣
を
な
ぞ
る
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か＊
１

。

　
『
修
験
故
事
便
覧
』
に
は
、
七
面
大
明
神
か
ら
日
閑
に
飛
騰
し
て
来
た
楊
枝
が
木
剣
の
起
源
で
あ
り
、
身
延
積
善
房
か
ら
各
流
派
に
伝

播
し
た
と
明
記
さ
れ
て
い
る
。
今
日
の
木
剣
は
、
主
に
九
字
を
切
り
、
音
を
出
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
た
め
、
材
質
は
楊
枝
で
は
な

い
。
木
剣
は
加
持
杖
か
ら
の
派
生
。
ま
た
は
勝
の
木
が
起
源
と
い
う
説
も
存
在
し
て
い
る
。
し
か
し
今
日
で
も
木
剣
の
こ
と
を
、
楊
枝
木

剣
ま
た
は
楊
枝
と
修
法
師＊
２

の
間
で
い
う
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
伝
統
は
脈
々
と
継
承
し
て
い
る
観
が
あ
る
。

　

楊
枝
か
ら
一
般
の
方
は
爪
楊
枝
、
仏
教
学
を
学
習
さ
れ
た
方
、
禅
宗
の
方
は
歯
ブ
ラ
シ
、
医
療
に
携
わ
っ
て
い
る
方
は
、
鎮
痛
作
用
の

あ
る
薬
用
植
物
を
連
想
す
る
と
思
う
。
歯
ブ
ラ
シ
・
爪
楊
枝
と
し
て
使
用
す
る
こ
と
は
、
歯
痛
を
鎮
め
る
の
に
医
学
的
に
理
に
適
っ
て
い

る
よ
う
で
あ
る
。
楊
枝
は
古
代
か
ら
霊
木
の
一
種
と
し
て
意
識
さ
れ
、
呪
術
に
も
用
い
ら
れ
、
神
秘
的
伝
承
、
説
話
も
多
い
。
ま
た
観
音

信
仰
に
も
深
く
関
係
す
る
。
木
剣
成
立
の
黎
明
期
で
あ
る
江
戸
時
代
初
期
は
医
療
の
脆
弱
な
時
代
で
あ
り
、
薬
草
と
同
時
に
呪
術
的
植
物

と
認
識
さ
れ
て
い
た
。
本
稿
は
木
剣
と
楊
枝
の
紐
帯　

強
い
結
び
つ
き
に
介
在
す
る
も
の
を
探
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

【
七
面
大
明
神
と
楊
枝
の
関
係
】

　
『
修
験
故
事
便
覧
』
だ
け
で
は
な
く
、『
本
化
別
頭
佛
祖
統
記
』
所
収
「
甲
州
身
延
積
善
坊
第
十
代
日
閑
法
師
傳　

附
日
傳＊
３

」・
亮
朝
院

の
縁
起＊
４

に
多
少
内
容
の
相
違
は
あ
る
が
、
修
行
僧
が
七
面
山
で
の
修
行
し
た
際　

修
行
僧
の
も
と
に
楊
枝　

も
し
く
は
楊
枝
と
も
と
れ
る

枝
が
飛
翔
し
て
来
る
共
通
の
神
秘
譚
が
確
認
で
き
る
。
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そ
も
そ
も
、
な
ぜ
七
面
大
明
神
の
社
壇
に
楊
枝
を
供
え
た
の
だ
ろ
う
か
？
理
由
に
つ
い
て
、
七
面
大
明
神
と
楊
枝
と
の
関
係
を
思
索
し

て
み
る
。

　

ま
ず
修
法
と
楊
枝
の
関
係
に
つ
い
て
、
沼
義
昭
（
一
九
三
〇
〜
二
〇
二
三
）
に
よ
れ
ば
、

　

楊
枝
に
よ
る
加
持
は
、
修
験
道
直
接
の
諸
書
に
お
い
て
は
、
ま
だ
管
見
に
入
ら
な
い
が
、
天
台
系
に
伝
え
ら
れ
た
楊
枝
浄
水
法
が
、
現

に
京
都
の
蓮
華
王
院
（
三
十
三
間
堂
）
で
毎
年
一
月
十
五
日
に
修
せ
ら
れ
て
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
『
摩
訶
止
観
』
の
四
種
三

昧
の
一
つ
、
非
行
非
坐
三
昧
に
初
め
て
説
か
れ
た
も
の
で
、
そ
の
弟
子
章
安
か
ら
宋
代
の
慈
雲
大
師
遵
式
へ
と
伝
え
ら
れ
て
発
展
し
、
日

本
で
は
皇
慶
（
九
七
六
〜
一
〇
四
九
）
の
『
四
十
帖
決
』
で
初
め
て
現
わ
れ
、
鎌
倉
時
代
の
日
蓮
聖
人
の
年
代
と
も
一
部
重
な
る
頃
編
纂

さ
れ
た
『
阿
娑
縛
鈔
』
巻
八
十
四
に
お
い
て
、「
請
観
音
ー
亦
名
楊
枝
浄
水
法
」
と
し
て
継
承
さ
れ
て
い
る
。『
摩
訶
止
観
』
に
お
い
て
、

阿
弥
陀
三
尊
の
像
を
請
じ
て
西
方
に
安
ん
じ
、
楊
枝
浄
水
を
設
け
る
こ
と
が
命
ぜ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
楊
枝
と
浄
水
と
は
、
こ
の
い
わ

ゆ
る
観
音
懺
法
の
一
貫
し
た
要
素
と
な
っ
て
い
る＊
５

。

　

簡
潔
に
楊
枝
と
観
世
音
菩
薩
と
の
関
係
を
記
し
て
い
る
。
台
密
の
儀
礼　

楊
枝
浄
水
法
に
つ
い
て
補
足
す
れ
ば
、
楊
枝
浄
水
法
（
請
観

音
法
と
も
称
す
る
）
は
『
請
觀
音
菩
薩
消
伏
毒
害
陀
羅
尼
咒
經
』（
以
下
『
請
観
音
経
』）
を
経
証
と
し
て
、
疫
病
を
除
く
こ
と
を
目
的
に

觀
音
菩
薩
に
供
養
す
る
方
法
・
儀
礼
で
あ
る
。
請
観
音
経
は
旧
訳
の
た
め
行
法
・
儀
則
が
整
備
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、『
阿
娑
縛
抄
』・

『
摩
訶
止
観
輔
行
伝
弘
決
』
を
引
用
・
補
足
し
て
、
儀
礼
を
行
っ
て
い
る＊
６

。
そ
の
儀
礼
の
内
容
は
、
鎌
田
茂
雄
（
一
九
二
七
〜
二
〇
〇
一
）

に
よ
れ
ば
、
南
向
き
に
観
音
像
を
安
置
す
る
の
は
、
観
音
の
住
処
が
南
方
光
明
山
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。（
中
略
） 

楊
枝
浄
水
を
供
え
て

か
ら
、
西
方
に
向
か
っ
て
、
五
体
投
地
し
、
一
心
頂
礼
本
師
釈
迦
牟
尼
世
尊 

以
下
諸
仏
の
名
を
唱
え
、
さ
ら
に
「
一
心
頂
礼
大
勢
至
菩

薩
摩
訶
薩
」
と
唱
え
る
。
次
に
三
度
三
宝
の
名
と
観
世
音
の
名
と
を
唱
え
、
つ
ぎ
に
合
掌
し
て
偈
文
を
説
き
、
三
つ
の
呪
文
を
唱
え
終
っ

て
懺
悔
発
願
し
、
楊
枝
浄
水
の
壇
の
周
囲
を
廻
る
の
で
あ
る
。
最
後
に
『
請
観
音
経
』 
を
唱
え
て
こ
の
作
法
は
終
わ
る＊
７

。

　

こ
こ
ま
で
で
修
法
に
楊
枝
を
用
い
る
こ
と
は
、
台
密
で
観
世
音
菩
薩
と
深
い
関
係
性
が
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
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こ
こ
か
ら
七
面
大
明
神
と
観
世
音
菩
薩
と
の
関
係
を
考
察
し
た
い
。
七
面
大
明
神
の
縁
起
は
多
様
に
も
関
わ
ら
ず
、
そ
の
尊
像
・
絵
画

の
持
ち
物
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
ず
、
尊
像
・
絵
画
に
は
右
手
に
鑰か
ぎ

、
左
手
に
宝
珠
と
統
一
さ
れ
て
い
る
。
持
ち
物
か
ら
日
本
選
述
偽
経
を

経
証
と
す
る
宇
賀
弁
財
天
か
ら
変
態
（
メ
タ
モ
ル
フ
ォ
ー
ゼ
）
し
た
神
が
七
面
大
明
神
で
あ
り
、
台
密
の
宇
賀
弁
才
天
の
秘
法
を
身
延
積

善
房
修
法
が
儀
礼
吸
収
す
る
過
程
で
編
み
出
さ
れ
た
の
が
木
剣
で
あ
る
と
推
理
し
た＊
８

。

　

天
台
宗
の
学
僧　

光
宗
（
一
二
七
六
〜
一
三
五
〇
）
に
よ
り
応
長
元
年
（
一
三
一
一
）
か
ら
貞
和
四
年
（
一
三
四
八
）
ま
で
の
叡
山
天

台
の
行
事
・
作
法
や
口
伝
法
門
な
ど
を
集
録
し
た
『
渓ら
ん

嵐け
い

拾し
ゆ
う

葉よ
う

集し
ゆ
う

』
に
宇
賀
弁
才
天
の
弁
天
法
が
確
認
で
き
る
。
宇
賀
弁
才
天
の
特
徴

に
つ
い
て
、

　
　

宇
賀
辨
財
主
ル

二
福
德
一。
是
觀
音
所
變
ノ
辨
才
也＊
９

。

宇
賀
弁
財
天
は
福
徳
を
主
り
、
観
音
の
変
化
身
な
の
だ
と
い
う
。
日
本
選
述
偽
経
で
宇
賀
弁
才
天
の
経
証
と
な
る
『
仏
説
最
勝
護
国
宇
賀

耶
頓
得
如
意
宝
珠
陀
羅
尼
経
』
に
よ
れ
ば
、

　
　

�

爾
時
ニ
仏
告
テ二
大
衆
諸
ノ
大
菩
薩
ニ一
言
ク
。
汝
等
於
テ二
此
ノ
神
王
ニ一
莫
レレ
作
二ス
コ
ト
軽
慢
ヲ一
。
此
ノ
神
王
ハ
在
二テ
ハ
西
方
浄
刹
ニ一
号
シ二
無
量
寿
仏
ト一
、

在
二テ
ハ
娑
婆
世
界
ニ一
称
ス二
如
意
輪
観
音
ト一
。
正
シ
キ
生
身
ノ
体
ハ
居
二シ
テ
日
輪
ノ
中
ニ一
照
ス二
四
州
ノ
闇＊1
＊

ヲ一
。

　

仏
は
諸
々
の
大
衆
・
菩
薩
に
お
告
げ
な
さ
っ
た
。
あ
な
た
た
ち
は
、
こ
の
神
王
（
宇
賀
神
王
）
を
軽
慢
し
て
は
い
け
な
い
。
こ
の
神
王

は
、
西
方
浄
刹
で
は
無
量
寿
仏
と
い
い
。
娑
婆
世
界
に
あ
っ
て
は
、
如
意
輪
観
音
と
称
す
る
。
生
身
の
体
は
日
輪
の
中
に
あ
っ
て
、
四
州

の
闇
を
照
ら
す
。

　

以
上
、
台
密
の
儀
礼
の
中
で
、
宇
賀
弁
才
天
は
観
世
音
菩
薩
の
化
身
と
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
身
延
積
善
房
で
、
七

面
大
明
神
は
、
宇
賀
弁
才
天
を
通
し
て
観
世
音
菩
薩
と
関
係
が
あ
る
こ
と
が
認
識
さ
れ
て
い
た
と
推
理
す
る
。
そ
れ
に
つ
い
て
岐
阜
県
大

垣
市　

大
塚
山
宝
光
寺
の
事
例
を
紹
介
す
る
。

　

宝
光
寺
は
、
元
禄
四
年
（
一
六
九
一
）
充
足
院
日
東
に
よ
り
創
立
。
創
立
さ
れ
た
元
禄
四
年
、
身
延
よ
り
七
面
天
女
像
が
移
さ
れ
た
。
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通
称　

七
面
堂
と
近
隣
で
は
親
し
ま
れ
て
い
る＊1
＊

。
宝
光
寺
と
名
付
け
ら
れ
た
理
由
を
推
測
す
れ
ば
、『
妙
法
蓮
華
経
』
序
品
の
「
復
有
名

月
天
子　

普
香
天
子　

宝
光
天
子
」
に
つ
い
て
天
台
大
師
智
顗
（
五
三
八
〜
五
九
七
）『
法
華
文
句
』
巻
二
下
の
注
釈
に
よ
れ
ば
、

　
　

�
名
月
は
、
是
れ
宝
吉
祥
、
月
天
子
に
し
て
、
大
勢
至
の
応お
う

作さ

な
り
。「
普
香
」
は
、
是
れ
明
星
天
子
に
し
て
、
虚
空
蔵
の
応
作
な
り
。

「
宝
光
」
は
、
是
れ
宝
意
、
日
天
子
に
し
て
、
観
世
音
の
応
作
な
り
。
此
れ
は
即
ち
本
迹
の
釈
な
り＊1
＊

。

　

創
設
に
関
わ
っ
た
僧
侶
が
、『
法
華
文
句
』
を
根
拠
と
し
て
命
名
し
た
こ
と
は
、
七
面
大
明
神
と
観
世
音
菩
薩
と
の
関
係
が
あ
る
こ
と
。

宇
賀
弁
才
天
の
影
響
を
認
識
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。

　

七
面
大
明
神
の
社
檀
に
楊
枝
を
供
え
た
理
由
は
、
身
延
積
善
房
は
、
七
面
大
明
神
は
宇
賀
弁
才
天
の
変
態
で
あ
り
、
宇
賀
弁
才
天
を
通

し
て
、
観
世
音
菩
薩
の
化
身
と
認
識
し
て
い
た
。
そ
れ
に
観
世
音
菩
薩
と
関
係
の
深
い
楊
枝
浄
水
法
を
儀
礼
吸
収
し
た
こ
と
に
よ
る
。
さ

ら
に
言
え
ば
、
宇
賀
弁
才
天　

楊
枝
浄
水
法
と
も
に
台
密
の
儀
礼
で
あ
る
。
身
延
積
善
房
創
設
時
、
直
接
な
の
か
間
接
な
の
か
は
不
明
で

あ
る
が
、
木
剣
と
楊
枝
の
紐
帯
に
台
密
儀
礼
の
介
在
が
確
認
で
き
た
。

【
身
延
積
善
房
流
伝
書
か
ら
み
る
木
剣
の
材
質
】

　

身
延
積
善
房
の
伝
書
類
に
は
、
楊
枝
と
は
異
な
る
材
質
の
起
源
逸
話
が
確
認
で
き
る
。
身
延
積
善
流
の
伝
書
類
は
、
宮
崎
英
修
『
日
蓮

宗
の
祈
祷
法
』
所
収
「
第
二
部　

身
延
積
善
房
伝
書
」
を
用
い
る
。
積
善
房
は
、
明
治
三
年
（
一
八
七
〇
）
焼
失
、
再
興
さ
れ
な
か
っ
た
。

点
在
す
る
相
承
さ
れ
た
伝
書
を
蒐
集
・
活
字
化
し
た
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。
た
だ
し
伝
書
の
性
格
上
、
年
代
特
定
は
不
可
能
で
あ
る
。
そ

れ
で
も
日
蓮
宗
修
法
の
世
界
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

再
行
修
了
者
が
書
写
を
許
さ
れ
る
『
仙
応
房
加
行
相
承
次
第
』
に
は
、

　
　

�

終
に
身
延
山
一
流
加
行
七
面
御
夢
想
の
御
祈
禱
を
為
し
、
既
に
一
千
百
日
を
満
じ
、
下
向
の
時
、
麓
に
勝
の
木
の
小
木
あ
り
、
日
慧
、

明
神
の
尊
前
に
返
り
、
誓
願
す
ら
く
、
意
の
如
き
小
木
之
有
り
、
生
木
に
て
は
明
神
の
瑞
意
に
叶
い
難
し
、
願
わ
く
ば
朽
木
と
な
し
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て
、
某
に
与
え
玉
え
と
て
、
一
七
日
祈
願
在
っ
て
、
下
向
し
て
見
る
に
、
勝
の
木
朽
れ
て
古
木
と
な
る
。
此
の
朽
木
を
申
し
受
け
て
、

七
本
の
木
剣
を
作
り
、
其
の
木
剣
に
瑞
相
を
請
願
せ
る
に
、
七
本
の
木
剣
一
同
に
立
ち
て
日
慧
に
向
か
う
。
謹
ん
で
按
ず
る
に
、
神

明
の
瑞
、
愚
意
の
許は
か

る
べ
き
所
に
非
ず
、
正
し
く
七
面
現
瑞
三
度
也
。
仙
応
房
一
人
は
瑞
相
を
得
て
加
持
す
。

�

（
宮
崎
英
修
『
日
蓮
宗
の
祈
祷
法
』（
以
下
『
祈
祷
法
』）
三
一
七
頁
）

　

注
視
す
べ
き
は
、
木
剣
の
材
質
が
楊
枝
で
は
な
く
勝
の
木
で
あ
る
。
文
化
三
年
（
一
八
〇
六
）
庚
辰
九
月
日
に
普
門
院
日
憲
に
よ
り
書

写
さ
れ
た
「
身
延
積
善
房
流
祈
禱
相
承
之
叓
」
に
は
、

　
　

一
、
楊
枝
之
事

　

�

木
劔
な
れ
ど
も
、
当
流
に
て
は
必
ず
楊
枝
守
と
唱
う
可
き
な
り
、
則
ち
積
善
坊
楊
枝
加
持
と
古
来
よ
り
申
し
伝
う
る
故
な
り
。
楊
枝

の
長
さ
六
寸
と
は
い
え
ど
も
、
我
が
手
の
空
指
と
火
指
と
に
て
、
寸
を
と
る
故
、
や
が
て
七
寸
に
近
し
幅
の
広
さ
を
加
持
楊
枝
と
称

し
、
狭
き
を
引
取
楊
枝
と
称
し
て
万
事
に
用
ゆ
る
な
り
。（『
祈
祷
法
』
二
三
四
頁
）

　

木
剣
一
般
を
積
善
房
で
は
楊
枝
守
と
い
う
べ
き
で
あ
り
、
古
来
よ
り
申
し
伝
え
が
あ
っ
た
の
が
理
由
な
の
だ
と
い
う
。
さ
ら
に
「
祈
禱

重
重
口
決
之
事
（
運
師
御
伝
書
）」
の
四
方
詰
祈
禱
口
伝
の
事
に
は
、

　
　

��

尚
一
伝
に
は
、
桃
の
木
又
は
勝
の
木
の
楊
枝
（
長
さ
七
寸
）
に
四
方
詰
の
守
を
書
き
、
病
者
の
四
方
へ
立
て
祈
念
す
云
云
。

�

　
（『
祈
祷
法
』
三
七
六
頁
）

　

必
ず
し
も
楊
枝
（
木
剣
）
は
植
物
の
楊
枝
で
は
な
く
、
名
称
が
楊
枝
で
あ
り
、
祈
祷
す
る
目
的
・
用
途
に
よ
っ
て
材
質
を
換
え
て
い
る

こ
と
が
確
認
で
き
る
。

　

ま
た
木
剣
は
、
多
様
な
用
途
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
一
つ
の
事
例
と
し
て
『
修
験
故
事
便
覧
』
に
日
閑
が
「
毎
遍
利
鍼
三
年
ニ
シ
テ

既
ニ
果
シ
ヌ
」
と
自
分
に
鍼
を
打
っ
て
い
る
か
の
よ
う
な
行
為
が
確
認
で
き
る
。
宮
川
了
篤
氏
に
よ
れ
ば
、「
病
と
経
路
・
木
剣
と
の
密

接
な
関
係
と
い
う
視
点
か
ら
す
る
と
、「
身
延
山
文
庫
」
に
身
延
積
善
坊
流
木
剣
と
一
諸
の
箱
に
納
め
ら
れ
て
い
る
、「
針
六
〇
本
・
竹
釘
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五
四
本
・
金
釘
二
本
」
は
、
経
路
と
の
関
係
が
あ
っ
た
の
か
、
そ
れ
と
も
足
留
の
呪
い
で
使
用
し
た
物
か
、
今
は
判
然
と
し
な
い＊1
＊

」
と
指

摘
し
て
い
る
。

　

以
上
ま
と
め
れ
ば
、
身
延
積
善
房
で
は
木
剣
は
材
質
に
関
係
な
く
楊
枝
と
称
し
た
。
鍼
と
し
て
使
用
し
た
可
能
性
も
あ
り
、
使
用
用
途

に
多
様
性
が
あ
っ
た
。
今
日
の
日
蓮
宗
修
法
は
、
木
剣
を
用
い
て
九
字
を
切
る
儀
礼
が
主
流
で
あ
る
。
明
治
維
新
に
よ
る
近
代
西
洋
医
学

を
主
軸
と
す
る
医
療
改
革
が
宗
教
の
分
野
に
も
影
響
を
与
え
た
結
果
、
創
案
・
実
施
さ
れ
た＊1
＊

。
身
延
積
善
房
の
伝
書
類
か
ら
多
様
な
楊

枝
・
木
剣
の
用
途
が
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
た
。

【
む
す
び
】

　

身
延
積
善
房
流
で
編
み
出
さ
れ
た
木
剣
と
楊
枝
の
紐
帯
に
介
在
す
る
も
の
に
言
及
し
た
。
七
面
大
明
神
の
社
檀
に
楊
枝
を
供
え
た
理
由

は
、
七
面
大
明
神
は
宇
賀
弁
才
天
が
変
態
し
た
神
で
、
宇
賀
弁
才
天
は
、『
渓
嵐
拾
葉
集
』・
日
本
選
述
偽
経
の
『
仏
説
最
勝
護
国
宇
賀
耶

頓
得
如
意
宝
珠
陀
羅
尼
経
』
か
ら
観
世
音
菩
薩
の
化
身
と
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
。
観
世
音
菩
薩
と
関
係
の
深
い
『
請
観
音
経
』
を
経
証

と
す
る
楊
枝
を
用
い
た
儀
礼　

楊
枝
浄
水
法
を
吸
収
・
消
化
し
た
こ
と
に
よ
る
。
こ
の
こ
と
が
起
源
と
な
り
、
木
剣
へ
と
展
開
し
た
と
推

理
す
る
。

　

身
延
積
善
房
の
伝
書
か
ら
、
木
剣
は
多
種
の
材
質
の
木
剣
が
あ
り
、
今
日
の
日
蓮
宗
修
法
の
主
流
で
あ
る
九
字
を
切
る
儀
礼
以
外
に
も

多
様
な
儀
礼
が
あ
っ
た
こ
と
。
材
質
に
関
係
な
く
楊
枝
守
と
称
し
た
こ
と
を
確
認
で
き
た
。
今
日
、
修
法
師
の
間
で
木
剣
の
こ
と
を
、
楊

枝
木
剣
ま
た
は
楊
枝
と
い
う
こ
と
も
あ
る
原
形
が
あ
っ
た
。

　

木
剣
は
、
直
接
か
、
間
接
的
に
か
、
台
密
の
儀
礼
を
消
化
し
成
立
し
た
。
信
徒
に
祈
禱
を
施
す
な
か
で
、
そ
れ
以
外
の
思
想
儀
礼
を
受

容
し
、
独
自
展
開
し
た
と
思
う
。
ま
だ
ま
だ
木
剣
に
つ
い
て
提
唱
し
た
い
こ
と
が
あ
る
。
機
会
を
作
り
発
表
し
た
い
。

　

発
表
の
際
の
反
省
が
あ
る
。
聴
衆
は
修
法
師
ば
か
り
で
は
な
い
。
無
関
係
者
が
多
い
こ
と
に
注
意
を
払
う
べ
き
で
あ
っ
た
。
質
問
が
勉
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強
に
な
っ
た
。
課
題
と
し
て
は
話
術
向
上
。
避
け
て
き
た
霊
的
な
こ
と
へ
の
言
及
に
も
挑
戦
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
１�　

加
藤
瑞
光　

宮
川
了
篤
編
『
日
蓮
宗
祈
祷
聖
典
』
二
一
四
～
五
頁　

宮
川
了
篤
「
日
蓮
宗
「
修
法
祈
祷
に
よ
る
木
剣
の
歴
史
」『
三
友
健
容

博
士
古
稀
記
念
論
文
集　

智
恵
の
と
も
し
び　

ア
ビ
ダ
ル
マ
佛
教
の
展
開
』
に
お
い
て
要
約
の
み
で
「
積
善
坊
日
勇
（
日
閑
の
誤
り
）」（
三
七

四
頁
）
と
あ
る
「
日
閑
寂
後
一
三
〇
年
後
の
風
聞
で
あ
る
た
め
、
日
閑
は
日
勇
と
伝
わ
っ
た
」（
三
七
四
頁
）
の
だ
と
い
う
。
宮
川
氏
自
身
が

編
者
で
あ
る
『
日
蓮
宗
祈
祷
聖
典
』
所
収
『
修
験
故
事
便
覧
』
に
は
日
閑
と
表
示
し
て
あ
る
。
ま
た
翻
刻
の
際
の
底
本
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。

「
享
保
第
十
七
年
歳
次
壬
子
正
月
吉
辰　

安
政
三
歳
次
丙
辰
正
月
補
刻
」
と
あ
る
西
尾
市
立
図
書
館
岩
瀬
文
庫
所
蔵
『
修
験
故
事
便
覧
』
に
は

日
勇
と
あ
る
（
五
巻
三
十
六
丁
左
～
三
十
七
丁
左
）。
服
部
如
實
編
『
修
験
道
要
典
』（
三
密
堂
）
所
収
の
『
修
験
故
事
便
覧
』
に
は
日
勇
と
あ

る
。
あ
と
が
き
に
は
編
纂
中
に
服
部
如
實
が
亡
く
な
り
、
木
村
光
延
が
引
き
継
い
だ
旨
が
記
さ
れ
て
い
る
。（
七
一
七
頁
）
翻
刻
す
る
際
の
底

本
が
記
さ
れ
て
い
な
い
。
田
中
日
常
訳
『
修
験
故
事
便
覧
（
現
代
語
訳
・
註
解
）』
に
は
唯
観
房
日
勇
と
訳
し
（
一
八
五
頁
）
註
も
さ
れ
て
い

る
（
一
八
八
頁
）
こ
ち
ら
も
底
本
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。

＊
２　

日
蓮
宗
大
荒
行
堂
・
遠
寿
院
に
百
日
間
の
荒
行
を
成
満
（
修
了
）
し
た
主
に
日
蓮
宗
僧
侶

＊
３　
『
本
化
別
頭
佛
祖
統
記
』
四
五
六
～
七
頁

＊
４�　

坂
本
勝
成
「
江
戸
の
七
面
信
仰
～
高
田
の
亮
朝
院
の
中
心
に
～
」『
日
蓮
教
学
研
究
所
紀
要
』
第
三
号
に
立
正
大
学
日
蓮
教
学
研
究
所
所
有

の
縁
起
を
翻
刻
さ
れ
、
資
料
と
し
て
い
る
。

＊
５　

日
蓮
宗
大
本
山
法
華
経
寺
『
中
山
法
華
経
寺
誌
』
二
一
九
頁

＊
６　
『
密
教
大
辞
典
』
一
一
三
二
頁
ａ
ｂ　

参
照

＊
７　

鎌
田
茂
雄
『
観
音
さ
ま
』
一
一
三
～
四
頁 

＊
８　

拙
稿
「
木
剣
起
源
の
一
試
論
ー
七
面
大
明
神
と
の
関
係
ー
」『
教
化
学
研
究
』
第
十
四
号



115

木剣と楊枝の紐帯 それに介在するもの（玉木）

＊
９　
『
大
正
新
修
大
蔵
経
』
七
六
巻
六
二
〇
頁
ｂ

＊
10�　

山
本
ひ
ろ
子
『
異
神　

中
世
日
本
の
秘
教
的
世
界
』（
一
九
九
八
年
初
版
）
四
七
八
頁　

同
書
に
弁
才
天
三
部
経
が
翻
刻
・
収
録
さ
れ
て
い
る
。

山
本
氏
に
よ
れ
ば
、「
資
料
Ⅰ
〈
弁
才
天
三
部
経
〉（
仮
題
）
は
、
叡
山
文
庫
・
生
源
寺
蔵
写
本
『
宇
賀
経
』
と
、
円
覚
蔵
刊
本
『
弁
才
天
三
部

経
略
疏
』
の
採
択
し
た
本
を
校
合
の
上
、
翻
刻
し
た
」（
四
七
五
頁
）
と
あ
る
。

＊
11　

大
本
山
池
上
本
門
寺
編
『
日
蓮
宗
寺
院
大
鑑
』
五
五
四
頁
参
照

＊
12　

菅
野
博
史
訳
注
『
法
華
文
句
（
Ⅰ
）』
二
〇
二
～
三
頁　
『
大
正
新
修
大
蔵
経
』
三
四
巻
二
四
頁
ａ
を
訳
注　

＊
13�　

前
掲　

宮
川
了
篤
（
二
〇
一
六
）「
日
蓮
宗
「
修
法
祈
祷
に
よ
る
木
剣
の
歴
史
」」『
智
慧
の
と
も
し
び　

ア
ビ
ダ
ル
マ
佛
教
の
展
開　

中
国
・

朝
鮮
半
島
・
日
本
篇
』　

三
七
九
頁
、
山
喜
房
佛
書
林

＊
14　

同
右　

三
九
〇
～
九
三
頁

　

昨
年
の
教
化
学
研
究
発
表
大
会
の
原
稿
を
校
正
し
て
い
る
と
き
、
龍
神
楽
所
（
村
上
敏
教
代
表
）
女
将　

若
狭
直
美
氏
よ
り
お
声
が
け
頂
き
、
本

年
令
和
五
年
五
月
十
二
日　

天
河
大
弁
財
天
社
（
奈
良
県
吉
野
郡
天
川
村
坪
内
）
に
参
拝
・
龍
神
楽
所
の
一
員
と
し
て
雅
楽
奉
納
さ
せ
て
頂
い
た
。

天
河
神
社
の
祭
神
は
、
宇
賀
弁
才
天
で
あ
る
。
何
か
感
じ
る
も
の
が
あ
っ
た
。
呼
ば
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。




